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「
も

二
〇

一
六
年
に
原
子
力
関
係
閣
僚

会
議
で
廃
炉
が
決
ま
っ
た
高
速
増
殖

炉
原
型
炉

「も
ん
じ
ゆ
」

（福
井
県

敦
賀
市
）
の
後
継
と
称
す
る

「高
速

炉
開
発
」
に
つ
い
て
、
経
産
省
は
十

二
月
二
日
、
今
後
の
開
発
方
針
と
な

る
工
程
表
の
骨
子
を
発
表
し
た
。
今

世
紀
半
ば
頃
に
運
転
を
始
め
、
本
格

的
利
用
は
今
世
紀
後
半
と
な
る
と
し

て
い
る
。

大
風
呂
敷
を
広
げ
て
国
民
の
目
を

ご
ま
か
し
な
が
ら
悪
政
の
限
り
を
尽

く
す
の
は
安
倍
政
権
の
政
治
手
法
で

あ
る
が
、
経
産
省
の
今
回
発
表
も
そ

の
典
型
で
あ
る
。

「高
速
炉
開
発
」

を

「も
ん
じ
ゆ
後
継
」
と
い
う
大
ウ

ソ
で
あ
る
。

「も
ん
じ
ゆ
」
開
発
は
高
速
増
殖

会
蕎
以
霊
〓
典
釜
響
査
０

０
Л
時
上

一月
二
日
曾
じ
８

８̈
～
〓９
８

０
場
所
＝

「サ
ン
ピ
ア
ン
川
崎
」
第
二

△
垂

●

○
同
時
＝
二
月
四
日
官
ι
８
８̈
～

∩
添
企
２
先
＝
壺早
量
連
・
苗
牢
邑
∴
規
制
拳
（

《
歯
戻
著
署
果
０

０
同
時
＝
二
月
二
日
↑
↓
〓
８̈
～

○
場
所
＝

「ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
オ

ニ
ー
ホ
ー
ル
」
会
議
室
１

額 ん

開 じ
発 ゆ
費
L

の後
継
と
大
ウ
ソ
の
宣
伝

継
続

・
維
持
が
本
音

炉
開
発
で
あ
る
。

「高
速
炉
開
発
」

は
冷
却
材
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
う
点

は
同
じ
だ
が
、
増
殖
炉
開
発
で
は
な

い
。
こ
れ
は
決
定
的
な
違
い
で
あ
る
。

世
界
の
原
発
の
大
半
は
軽
水
炉
で

あ
る
。
天
然
ウ
ラ
ン
が
燃
料
に
使
わ

れ
る
。
天
然
ウ
ラ
ン
に
は
、
核
分
裂

性
ウ
ラ
ン

（Ｕ
２
３
５
）
は
〇

・
七

で
し
か
含
ま
れ
な
い
。
残
り
九
九

・

三
ｒ
は
非
核
分
裂
性
ウ
ラ
ン

（Ｕ
２

３
８
）
で
あ
る
。
軽
水
炉
で
は
、
こ

の
Ｕ
２
３
５
を
三
～
四
絆
に
低
濃
縮

し
て
燃
料
と
す
る
。
天
然
ウ
ラ
ン
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
Ｕ
２
３
８
は
使

え
な
い
。
軽
水
炉
は
超
浪
費
型
で
あ

る
。
こ
の
欠
陥
を
克
服
す
る
原
子
炉

が
高
速
増
殖
炉
。
Ｕ
２
３
８
は
中
性

子
を

一
個
吸
収
す
れ
ば
核
分
裂
性
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
と
な
る
。
こ
の

原
理
を
利
用
す
る
炉
で
あ
る
。

日
本
の
原
子
力
政
策
は
当
初
か
ら

「天
然
ウ
ラ
ン
の
ほ
と
ん
ど
を
利
用

で
き
る
」

（こ
れ
も
ウ
ソ
）
と
し
て

高
速
増
殖
炉
開
発
を

「原
子
力
の
将

来
の
主
流
」
と
位
置
づ
け
て
き
た
。

資
源
の
な
い
日
本
に
は
最
適
の

「夢

の
原
子
炉
」
と
宣
伝
。
西
欧
主
要
国

が
技
術
的
経
済
的
困
難
か
ら
撤
退
し

て
も
日
本
は
固
執
し
た
。

一
方
、

「高
速
炉
開
発
」
は
、
こ

の
増
殖
炉
開
発
で
は
な
い
。
岡
芳
明

・

原
子
力
委
員
会
委
員
長
が

「高
速
炉

開
発
」
に
つ
い
て

「無
理
な
も
の
を

研
究
し
て
も
予
算
と
優
秀
人
材
を
浪

費
す
る
」
と
批
判
す
る
。
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
危
険
が
大
き
く
経
済
性
も
な
い
。

「も
ん
じ
ゆ
」
は
、
国
費
二

。
一

兆
円
超
の
巨
額
資
金
を
浪
費
し
、
相

次
ぐ
事
故
を
受
け
て
、
関
係
閣
僚
会

議
で
廃
炉
が
決
定
さ
れ
た
。
遅
き
に

失
し
た
も
の
。
原
子
力
政
策
の
検
証

も
な
か
っ
た
。

「高
速
炉
開
発
」

ヘ

の
伏
線
で
あ
る
。
政
策
の
吟
味
も
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
決
定
の
手
順

を
こ
え
た
政
治
的
決
定
で
あ
る
。

こ
の

「も
ん
じ
ゆ
」
廃
炉
と

「高

速
炉
開
発
」
の
同
時
決
定
で
見
え
て

く
る
も
の
は
、

「原
子
力
村
」
が

「も
ん
じ
ゆ
」
廃
炉
で
失
う
巨
大
利

益
を
、
引
き
続
き

「高
速
炉
開
発
」

で
継
続

ｏ
維
持
す
る
構
図
で
あ
る
。

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

安
倍
政
権
の
、
国
民
に
背
を
向
け
、

特
定
集
団

へ
の
利
益
確
保
に
奉
仕
す

る
姿
勢
が
透
け
て
見
え
る
。
原
子
力を

○
経
産
省
　
罫
踏
設
凍
涯

に
矛
盾

新
小
型
原
発
開
発

（二
面
）

○
日
本
の
原
発
輸
出

相
次
ぎ
頓
挫

（四
面
）

〇
環
傷
初
の
原
鴛
僧
籠
始

住
民
夜
票
で

耐
一原
聾

条
項
失
効
で
も

（五
面
）
い 食

●
自
公
政
権
は
、
福

島
第

一
原
発
事
故
に

つ
い
て

「忘
れ
る
方

が
好
都
合
」
と
す
る

●

「原
発
事
故
に
よ
っ

て
死
亡
者
が
出
て
い
る
状
況
で

は
な
い
」

（高
市
自
民
党
政
調

会
長
。
二
〇

一
〓
一年
六
月
）
。

「
（汚
染
水
に

つ
い
て
）
状
況

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」

（安
倍
晋
三
首
相
五
輪
招
聘
演

説
。　
〓
二
年
九
月
）
。
自
主
避

難
者
は

「
（帰
ら
な
い
の
は
）

本
人
の
責
任
で
し
ょ
う
。

（不

服
な
ら
）
裁
判
で
も
何
で
も
や

れ
ば
い
い
」

（今
村
雅
弘
復
興

相
。　
一
七
年
四
月
）
●
飯
島
彰

己
経
団
連
副
会
長
は
、
経
産
省

の
二
十
年
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

考
え
る
公
開
会
議

（
一
人
年
二

月
）
で

「第

一
原
発
で
は
事
故

が
起
き
た
が
、
第
二
原
発
は
し
っ

か
り
止
ま

っ
た
。
ポ
ジ
テ
イ
ブ

な
面
も
見
る
必
要
が
あ
る
」
と

発
言
●
こ
れ
ら
は
、
日
本
の
政

財
界
代
表
が
福
島
事
故
の
本
音

を
語

つ
た
も
の
。
　
響
い
れ
る
」

こ
と
で
諸
対
策
は
サ
ボ
る
、
原

発
再
稼
働
は
や
る
。
被
災
者
、

た

ま

国
民
は
堪

っ
た
も
の
で
は
な
い
。


